
スウェーデンで開催されたISSVA（国際血管奇形学会ワークショップ）に参加して 

                              田中法瑞 

 

 今回の学会は私の経験した国際学会のなかで精神的に最もきつい学会でした。そ

の顛末を報告させていただきます。後輩の皆様の参考になれば幸いです。 

 学会会場はスェーデン南部の小都市マルメの中心部の公園内にあるマルメオペ

ラ い オペラ であ た。  ン の ン ー の 告 掲示されている。学会

会場はこのメインホー ルで1000  の  であ  か。講演  は てこの つ

の会場て  れるので 学会参加 はす この会場に集まるこ になる。500  

 の血管  血管奇形の      中か 参加する  に 回の会である。放射

線科医 形成外科医 血管外科医 小児科医 小児外科医   学 な  幅広い

分野の    参加している。 日目は乳児血管 の ッション  いたた か 

   は   多く8   いであ た。参加 も 分  は  である。プロプ

ラ ロール 血管 の  に  である い    この学会で  され NEJMに

掲載されたの 2008 であ た  今 の学会ではこの追試 前向き比較試験 

 ーロッ   メ   オース ラ  で  れるこ    されていた。この 

日目の演 の多くは小児科医   学 であ た。 

 学会2日目はいよいよIVRの ッションで AVM(動静脈奇形)の  の演   

く。ここで小 な  の  さ  質問に立 た。「I am Behrenstain from New 

York .」  い     の い  で激しく質問を始 た。 ー ンシ  イン 

来ている!まさかISSVAに ー ンシ  イン スウェー デンまで来ている は思

 なか た  この学会のIVR の ッションにはいつも参加している しい。 日

の私の  の にも は来るのだ  か。鳥肌 立 た。 

 夕方か ガラデ  ー。会場は   はオペラの  に  れるオペラ の大広

  で   ガラス  で の     できる。着席の正式なデ  ーで 前 

はホワイ  ス ラの  ー メインは  のロ    た。  しい。 ラン

 に る   ー ンシ  インも  でい た。「  に  を  てもいいで

すか」 い    「もち   日本か 来たの?」  ても   だ。「   ー

 の   ルル ェ   の こ で いていた です」 自己紹介した。学会の

議 の  は違 て ても  の い  さ だ た。  に  を撮 た。「 

生ものの  にな ます。」 い   「そ かな。」 笑 た。Surgical 

interventional neuroradiology い  の書いた 科書は  の イ ルである。

そして  の名前のついたBerenstain liquid coil は素晴 しい道具だ。  に

  て  は神に い  である。その  こ なに小さか た は。  ー  ー



も佳境に入る  ー ロッ の学会では  の ンス イ にな た。 ー ンシ

  インも   した。  い  ル ッシ なス ップで  を くして  

い     も  た。その を メラに さ ている   ー ンシ  イン

   に れ   ので  た。 い思い にな た。 

 

   は4日目最終日の6月19日の10 14分か の 演であ た。演 を  する

  では ス ー  演の  をせ に し  でいた  今 に入 て 「381

演 の中か 80  の 演  に ばれたので報告します   で  」 い メ

ール きていた。プロ ラ を る  日本か  演  に ばれたのは大阪大

学 久留米大学の2 だ だ た。問 は  演の  で    演５分 質  

  10分 い 。この学会は演   す  よ 質問の   長く  い

discussion できるよ に い   のよ だ。ISSVAに参加するのは今回   

てなので このよ な仕  のある学会だ は く  なか た。学会に参加して

 て その議 の    にた  いでしま た。日本 か の演 である大阪大

学の形成外科の先生の 演の内 は素晴 しか た。動静脈奇形の血管短絡の流量

をCTのデー か 演 で 量 する い もので 日本 で説 するのも  な

内 である。  か 質問 あ た    でき に  に 立ち  にな  質

問を   しても  長    て  く 質問を   しても質問に  るこ

 はできないままで  を降 るこ  な てしま た。そのよ な    を 

ていて  この学会の しさを  て  した。中国 も スペイン も質   

には  しているよ だ た。 

 私の前の中国の  大学の い医 も   の内 は素晴 しか た 質問の

内 を  できないで  した。私の  きた。 ッ   ン型のマイクを装着

し  壇した。聴衆 は500 く いであ  か。講演会場はここだ なので この

学会に参加している   私の講演を聴くこ になる。  く   壇し  長を

し か  て「Thank you, chairman.」  い で挨拶をし 会場を 渡して「Good 

morning, everybody.」  これも い で挨拶をして講演を開始した。「Good 

morning, ladies and gentlemen.」 い か い  考 た  先日の神 の学会

で   ー ークの  先生 everybody い て   よか たので こち に



した。私の講演は    ー で  ていた 静脈奇形に対して硬 剤を注入する

硬  法 い   を久留米大学に持ち帰 て その後の10  の  成 をま 

 たものである。MRIで  の  をするよ    の   で  しな ればな

 ない  い   比較的 しい  で この学会の  会にも  されたよ 

だ。最後のTake home message  して 「Don't treat images. Treat patients.」

 い スライ で会場    湧いた。  通 だ た。ま   長で ー ー 

大学の形成外科 授のMulliken博士か  「  にはfoam method (硬 剤を   

  して ールの泡の  にして注入 する しい  法)を  ているのか。」 

 い   の質問 でたので 「そ だ  ッ   ーの方法に従 ている。」 

  た。次に 昨日か  回も質問しているモン  オー ルの放射線科医である

Josse Debois  を  た。マス ロ ン のよ な いマスクの だ。私の講演

の つ前でMRIの拡散 調画像の をしていたので まさかMRIの撮像法についての

質問か 思 た  MRIで静脈奇形の大きさを のよ にして計測しているのか 

い 質問であ た。 ランス   で き  にくい  であ た。「MRIでの計測

のこ に する質問です 。」   する 「そ です。」   たので 「good 

question.」   たあ  質問に  た。 の  ではないので RECISTのよ な

正 な計測   だ は思 ないこ  また  に  する イプの  では計

測  しいこ  ある    た。Deboisは 私の質問にウ ンクをして納 して

くれた。次に 名前は か ない   ロン の   質問に立 た。昨日の夏至

祭のピク ックの にスウェーデンの国 の の  で  ていた  である。

 そ く   であ  。「あなたの仕 は  にも報告 ある      く

な ても   問  なる 思    のよ に考 るか。」 い ものであ  

た。これは  に  していた質問であ た。「  の  はある  す に  

するこ はなく   して  てくるこ はあ ても  後であ  その の期 

は決して短くはない。STSによる硬  法はそ い   であ   分に   あ

る 考 ている。」   た。最後に最前 の ー ー 大学の い ラ  の医

  質問に立 た。昨日か 攻 的な質問を   している である。     

た  最 に質問ではなく メン だ   たので 心して き流した。   

に 分  い喋 ていた。内 を  には  できなか た  し   終  た

ので  「Thank you.」      長もこち を て「Congratulation, good 

presentation.」   てくれた。振   て か たこ を考 る  質問された

 にその質問の  を短いこ ばで「  についての質問です 」  き して 

 するこ  できたこ であ  か。先日 くな た    の 田     自

分の  の  は 演  の  を  で ば   い すこ だ 思     

ていたのを NHKの追   で た。これを参考にして   を考 ていたの  

か たのかもしれない。精神的にきつい講演であ た  今回  終  てか の

 堵 を るこ  できたこ はないかもしれない。 生のラン マークになる

思い 深い講演 な た。 


